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南
幌
町
農
業
指
導
協
議
会
で
は
、
７
月
10
日
（
月
）

よ
り
、
町
内
水
稲
圃
場
で
水
稲
カ
メ
ム
シ
予
察
調
査
を

開
始
し
ま
し
た
。
調
査
に
は
、
各
営
農
振
興
組
合
長
や

協
議
会
部
会
員
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
カ
メ
ム
シ
被
害
防
止
お
よ
び
高
品
質
米

生
産
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
７
月
10
日
の
調
査

で
は
、
発
生
は
見
ら
れ
た
も
の
の
水
田
防
除
の
目
安
に

は
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

調
査
は
、
８
月
中
旬
ま
で
毎
週
行
わ
れ
ま
す
。

令
和
5
年
度
水
稲
カ
メ
ム
シ
調
査
開
始

受
入
開
始
前
か
ら
組
合
員
の
ト
ラ
ッ
ク
が
列
を
作
り
な

が
ら
収
穫
し
た
秋
ま
き
小
麦
を
ス
ム
ー
ズ
に
搬
入
し
て

い
ま
し
た
。

　

秋
ま
き
小
麦
の
収
穫
後
よ
り
春
ま
き
小
麦
の
収
穫
が

行
わ
れ
、
慌
た
だ
し
い
小
麦
の
収
穫
が
無
事
に
終
盤
を

迎
え
ま
し
た
。

　

小
麦
が
終
わ
れ
ば
次
は
、
お
米
の
収
穫
で
す
。
豊
穣

を
期
待
し
今
後
の
生
育
を
見
守
り
た
い
で
す
。

　

７
月
中
旬
よ
り
、
町
内
全
域
で
黄
金
色
に
な
っ
た
秋

ま
き
小
麦
の
収
穫
作
業
が
開
始
さ
れ
、
コ
ン
バ
イ
ン
が

一
斉
に
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

　

本
年
の
秋
ま
き
小
麦
は
、
雪
解
け
も
早
く
春
先
の
天

候
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
収
穫
も
例
年
と
比
べ
る
と
早
ま

り
、
刈
取
り
直
前
の
雨
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
天
気
を

見
極
め
て
収
穫
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
（
木
）
よ
り
、
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の

小
麦
の
受
入
も
開
始
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、

令
和
5
年
産
秋
ま
き
小
麦
収
穫
始
ま
る
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６
月
26
日
（
月
）、
南
空
知
消
防
組
合
南
幌
支
署
立

ち
会
い
の
も
と
、Ｊ
Ａ
本
部
事
務
所
で
火
災
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
事
務
所
２
階
か
ら
出
火
し
た
こ
と
を
想
定

し
、
初
期
消
火
を
担
当
す
る
職
員
や
避
難
を
呼
び
か
け

る
役
職
員
等
、
各
々
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
ス
ム
ー

ズ
に
行
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
訓
練
後
に
本
年
採
用
職
員
６
名
を
対
象

に
、
訓
練
用
消
火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
火
災
避
難
訓
練
で
は
実
際
の
火
災
発
生
に
備

え
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
対

応
す
る
た
め
、「
避
難
手
順
」「
消
火
器
具
の
取
り
扱
い
」

等
を
再
確
認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
避
難
訓
練
を
実
施

　

７
月
11
日
（
火
）、
12
日
（
水
）
の
２
日
間
、
当

J
A
堆
肥
盤
で
堆
肥
の
引
渡
し
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

堆
肥
は
、ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り
排
出
さ
れ
た
麦
・

米
残
渣
を
当
J
A
の
堆
肥
盤
に
そ
れ
ぞ
れ
集
め
、
光
合

成
細
菌
等
を
施
用
し
約
１
年
熟
成
し
た
物
に
な
り
ま

す
。

　

堆
肥
の
管
理
は
、農
業
振
興
課
職
員
で
行
っ
て
お
り
、

秋
の
光
合
成
細
菌
散
布
か
ら
始
ま
り
、
春
夏
の
除
草
作

業
等
の
作
業
を
経
て
、
手
間
を
か
け
て
昨
年
に
引
き
続

き
よ
い
仕
上
が
り
と
な
り
、
常
会
の
際
に
取
り
ま
と
め

た
希
望
者
に
引
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。

丹
精
込
め
た
熟
成
堆
肥
の
引
渡
し
終
了

　

７
月
11
日
（
火
）、
J
A
3
階
大
会
議
室
で
農
産
物
検

査
員
技
能
確
認
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
小
麦
・
米
の
受
入
業
務
を
行
う
農
産
物

検
査
員
資
格
を
有
す
る
職
員
を
対
象
に
、
受
入
仕
分
け

の
再
確
認
や
鑑
定
技
能
の
確
認
を
、
受
入
開
始
前
の
こ

の
時
期
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、「
受
入
が
本
格
的
に
始
ま
る

前
に
技
能
確
認
研
修
会
で
目
を
養
え
た
の
で
、
正
確
な

検
査
を
心
が
け
た
い
」
と
身
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

小
麦
の
受
入
を
皮
切
り
に
、
米
の
受
入
・
調
整
が
一

段
落
す
る
ま
で
の
間
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
。

　

検
査
を
担
当
す
る
職
員
も
、
公
平
か
つ
公
正
で
迅
速

な
鑑
定
を
心
が
け
業
務
に
取
組
み
ま
す
。

公
平
か
つ
公
正
な
鑑
定
の
た
め
に
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廃
農
ポ
リ
・
ビ
ニ
ー
ル
回
収
に
協
力
し
ま
し
た

　

６
月
27
日
（
火
）、
28
（
水
）
の
２
日
間
、
野
菜
等

集
出
荷
セ
ン
タ
ー
前
で
、
廃
農
ポ
リ
・
ビ
ニ
ー
ル
の

回
収
作
業
が
行
わ
れ
、
７
名
の
盟
友
が
作
業
協
力
を

し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
積
下
ろ
し
・
積
込
み
や
車
両
の
誘

導
な
ど
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
協
力
し
ま
し
た
。

盟
友
達
は
廃
棄
物
の
荷
降
ろ
し
な
ど
で
、
ド
ロ
ド
ロ
に

な
り
な
が
ら
も
懸
命
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
、
の
べ
2
2
6
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
搬
入

に
訪
れ
、
回
収
さ
れ
た
廃
棄
物
は
合
計
で
58
ト
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
の
事
業
に

協
力
し
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
青
空
教
室
を
開
催

　

７
月
７
日
（
金
）、イ
ベ
ン
ト
班
の
事
業
で
あ
る
「
青

空
教
室
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
７
名
の
盟
友
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
研
修
は
、
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際

農
業
機
械
展
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
種
メ
ー
カ
ー
の
最
新
農
機
具
や
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
、
専
門
的
な
機
械
等
多
く
の
展
示
が

あ
り
、
時
間
の
許
す
限
り
会
場
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
盟
友
か
ら
は
、「
以
前
参
加
し
た
時
よ
り

町
内
で
見
た
こ
と
の
あ
る
機
械
が
増
え
た
気
が
し
た
」

と
の
言
葉
が
あ
り
南
幌
町
の
農
機
具
普
及
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
青
空
教
室
で
し
た
が
、

参
加
し
た
盟
友
に
と
っ
て
大
変
身
に
な
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　奈良岡凌平

〜
青
年
部
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
告
知
〜

◎
Ｊ
Ａ
な
ん
ぽ
ろ
青
年
部
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
く
る
る

の
杜
で
農
産
物
の
対
面
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

南
幌
町
の
農
産
物
や
青
年
部
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す

の
で
興
味
・
お
時
間
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

場
所
：
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜

　
　
　
（
北
広
島
市
大
曲
3
7
7
ー
１
）

日
付
：
令
和
５
年
８
月
19
日
（
土
）

時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
13
時
頃
を
予
定

　
　
　

※

商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
致
し
ま
す
。

内
容
：
南
幌
町
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
販
売
し
ま
す
。

　
　
　

そ
の
日
限
り
の
特
別
価
格
で
販
売
予
定
で
す
。

☆
昨
年
の
様
子
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６
月
27
日
（
火
）、
J
A
な
ん
ぽ
ろ
女
性
部
は
新
札

幌
お
よ
び
当
別
方
面
へ
の
部
員
視
察
研
修
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
部
員
49
名
と
お
子
様
１
名
が
参
加
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
は
じ
め
に
【
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア

札
幌
】
に
て
、ラ
ン
チ
ブ
ッ
フ
ェ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
最
上
階
に
位
置
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は
、
美

し
い
景
色
を
一
望
で
き
、
美
味
し
い
食
事
と
併
せ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
約
70
種
類
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
料
理
が
並
ぶ
な
か
、
皆
さ
ん
何
を
選

ぶ
か
迷
い
な
が
ら
楽
し
く
お
皿
に
盛
り
つ
け
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

食
事
の
後
に
は
、【
ロ
イ
ズ
カ
カ
オ
＆
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
タ
ウ
ン
】
に
て
、
工
場
見
学
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く

り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く
り
体
験

で
は
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
作
成
し
て
お
り
、「
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
工
場
直
売
店
で

は
こ
こ
で
し
か
購
入
で
き
な
い
商
品
も
多
く
並
ん
で
お

り
、
皆
さ
ん
紙
袋
い
っ
ぱ
い
の
お
土
産
を
購
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
が
緩
和
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
開
催
と
な
り
、

久
し
ぶ
り
に
バ
ス
に
乗
車
し
て
の
遠
出
や
部
員
と
の
再

会
に
会
話
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
無
事
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

女
性
部
短
信

女
性
部
視
察
研
修
を
開
催

　

７
月
10
日
（
月
）、
岩
見
沢
市
空
知
農
業
会
館
に
て
、

令
和
５
年
度
J
A
空
知
女
性
協
議
会
ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
当
J
A
か
ら
７
名
の
女
性
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
、
環
境
、
食
、
農

業
経
営
等
を
学
び
、
女
性
農
業
者
が
地
域
で
仲
間
づ
く

り
を
行
い
、
家
庭
・
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
活
躍

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
１
日
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

気
象
予
報
士
の
森
山
知
洋
氏
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
佐
藤
麻
美
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
、
異
常
気
象
へ

の
備
え
方
や
食
事
と
睡
眠
の
重
要
性
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
宝
水
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
立
ち
寄
り
、
今

後
の
女
性
部
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加



長船技師による営農情報！
加里質肥料の特性について
　加里肥料の主原料は日本国内で産出されないため必要量の全量を海外に依存しています。

加里の産出国はカナダ、ロシア、ベラルーシに８割以上が集中しています。近年、国際状況の変化

などにより原料確保が難しい状況になっています。今月は加里肥料の分類と特性を紹介します。

　加里の肥料成分は、溶けやすさ（溶解性）で「水溶性」「ク溶性」に分類されます。

１　加里の分類

２　加里肥料の特性比較

参考資料：新版　土壌診断と作物改善、今さら聞けない肥料の話、土壌肥料用語事典

表２　塩化加里と硫酸加里との特性比較

（１）塩化加里

・無色または白色結晶   

・水溶性カリ６０％   

・溶けやすい   

・比較的吸湿しにくい。梅雨期や夜間に気温が

下がる時に吸湿の恐れあり。

・速効性

・大部分の作物に施用できます。

・老朽化水田や湿田には無硫酸根肥料のため適

しています。

・塩素を嫌う作物では問題があり、いも類では

繊維が多くなり、タバコでは火付きが悪くなる

といわれ、この作物では硫酸加里が施用され

ます。   

（２）硫酸加里

・白色ないし灰白色

・水溶性カリ５０％

・溶けやすい

・吸湿性がなく安定です。他の殆どの肥料

と配合が可能です。

・速効性

・水溶性で速効性の加里肥料で全ての作

物に使用できます。

・硫酸イオンを含むため、鉄が不足してい

る老朽化水田や湿田では硫酸根が硫化

水素になり、根腐れを起こし秋落ちの原

因になるので使用は避けます。

①性状

②保証成分

③水に対する熔解度

④吸湿性

⑤肥効

⑥使用上の留意事項

３　加里肥料の比較

表１　加里の分類

略称

WK

CK

KP

加里の溶けやすさ

・水に溶けるカリで根から速効的に吸収されます。

・少し溶けにくく吸収が緩効性です。

名称

水溶性カリ

ク溶性カリ

カリ全量

成分

加
里

JAnanporo・6

（３）ケイ酸加里
・ケイ酸加里はク溶性加里２０％、可溶性ケイ酸３４％、ク溶性苦土４％含む緩効性肥料です。

・ク溶性加里であることから、加里の肥効の継続性が期待できます。

・ケイ酸は窒素の過剰吸収抑制、品質向上、病害抵抗性の向上などがあります。

写真１　硫酸加里 写真２　塩化加里 写真３　ケイ酸加里
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私達のJA

　

表紙の紹介

編
集
後
記

編
集
後
記

発
行
　
JA
な
ん
ぽ
ろ
　
〒
069－

0293　
空
知
郡
南
幌
町
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町
1丁
目
4番
7号

T
EL 011－

378－
2221（

代
表
）、011－

378－
2274（

直
通
）　
FA
X 011－

378－
0846　

発
行
日
　
令
和
5年
8月
1日
　
企
画
・
編
集
　
営
農
部
農
業
振
興
課
　
印
刷
　
㈱
ト
リ
ム
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.ja-nanporo.or.jp　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
koho ＠

 ja-nanporo.or.jp

◎今月号は、麦刈りの様子
を表紙にしました。

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,673名
▲28名）

434名
▲12名）

2,236名
▲19名）

273戸
▲7戸）

令和5年6月末日現在

　　
７
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
監
査
講
評
】

１
．
第
１
四
半
期
末
自
治
監
査

２
．
固
定
資
産
監
査

【
報
告
事
項
】

１
．
農
産
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

２
．
第
４
回 

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

３
．
農
業
用
廃
農
ポ
リ
・
廃
農
ビ
ニ
ー
ル
の
回
収
処
理
結
果
に
つ

い
て

４
．
令
和
３
年
産 

米
共
同
計
算
精
算
に
つ
い
て

５
．
令
和
５
年
度 

米
・
麦
・
大
豆
出
荷
契
約
の
報
告
に
つ
い
て

６
．
令
和
５
年
産 

米
出
荷
契
約
金
の
支
出
に
つ
い
て

７
．
令
和
４
年
産 

米
経
営
対
策
費
の
返
還
に
つ
い
て

８
．
令
和
５
年
産 

特
定
低
品
位
米
取
扱
要
領
に
つ
い
て

９
．
令
和
５
年
産 

小
豆
取
扱
要
領
に
つ
い
て

10
．
６
月
末 

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

11
．
６
月
末 

蔬
菜
販
売
状
況
に
つ
い
て

12
．
水
稲
・
小
麦
乾
燥
調
製
委
託
契
約
（
ほ
な
み
・
南
幌
大
地
利

用
組
合
）
に
つ
い
て

13
．
６
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

14
．
共
済
強
化
推
進
期
間
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

15
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

16
．
令
和
４
年
度 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
事
業
報
告
概
要
に

つ
い
て

17
．
令
和
５
年
度 

空
知
管
内
農
業
協
同
組
合
長
会
賦
課
金
の
支

出
に
つ
い
て

18
．
令
和
５
年
度 

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
賦
課
金
の
支
出
に
つ
い

て

19
．
令
和
４
年
度 

南
幌
町
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の
決
算
内
容

に
つ
い
て

20
．
Ｊ
Ａ
夏
ま
つ
り
の
開
催
と
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て

21
．
固
定
資
産
の
賃
貸
に
つ
い
て

22
．
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
に
係
る
顧
客
属
性
定
期
確
認

の
結
果
に
つ
い
て

23
．
６
月
末 

財
務
状
況
に
つ
い
て

７
月
13
日

　

外
で
作
業
を
す
る
に
は
、
気
温
が
高
く
て
体
が
参
っ

て
し
ま
う
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
沢
山
働
い
て
飲

む
ビ
ー
ル
が
美
味
し
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
暑
い
日

が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
を
上
回
る
ぐ
ら
い
の
元
気
で

日
々
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

南幌町

落葉を迎えた大豆

長ネギ収穫作業（㈲NOAH）

▲ビュー華でいわみざわ公園バラ園に
　行ってきました。

くみあいだより担当の吉田も
青年部と一緒に国際農業機械
展に参加していました。




